
（地球温暖化の進展は世界の食料生産に様々な影響）

一方、同報告書では、食料生産への影響についても予測しており、世界の潜在的食料生産

量は、地域の平均気温の上昇幅が１～３℃まででは増加する地域と減少する地域があり、全

体としては増加するとされているが、それを超えて上昇すれば減少に転じるとされている

（図Ⅰ－39）。

（多くの地域で地球温暖化の悪影響を予測）

温暖化による食料生産への影響は地域によって異なるが、特に気候の変化に対してぜい弱

な発展途上国において大きな被害が予測されている。例えば、アジアの発展途上国の一部で

は、穀物の生産量の減少に加え人口の増加により飢餓の危険性が予測されている（図Ⅰ－40）。
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図Ⅰ－39 地球温暖化による水と食料生産への影響

資料：IPCC「第4次評価報告書第2作業部会報告書」（2007年4月公表）を基に農林水産省で作成 

・「　　　」は関連する影響を示し、「　　　」は気温上昇に伴って影響が継続することを示す。 
・各記述の左端は、影響が出始めるおよその位置を示す。 
・すべての記述の信頼度は高い。 
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図Ⅰ－40 地球温暖化が世界各地の食料生産に与える影響

資料：IPCC「第4次評価報告書第2作業部会報告書」（2007年4月公表）を基に農林水産省で作成 

＜欧州＞ 
・北欧では、気候変化により、暖房需要の減少、農産物生産量の増加、森林成長の増加がみら 
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　便益を上回る。 
・中央、東欧では、夏の降水量が減少し、水ストレスが高まる。 
・南欧の一部で、高温と干ばつが悪化し農作物生産が減少。熱波が頻発し、森林火災が増加。 
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＜アジア＞ 
・2050年代までに10億人以上の人々が水不足の悪影響。 
・南・東・東南アジアの人口の密集したデルタ地域では、洪水の増加。 
・21世紀末までに穀物生産量は、東・東南アジアで最大20％増加。中央 
　・南アジアでは最大30％減少。人口増加等もあり、いくつかの途上国 
　で飢餓リスクが継続。 

＜アフリカ＞ 
・2020年までに7,500万～2億５千 
　 万人に水ストレス。 
・2020年までに、いくつかの国では 
　 降雨依存型農業での収穫量が最大 
　 50％程度減少。 
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＜北米＞ 
・今世紀早期の数十年間は、  
　降雨依存型農業の生産量 
　が5～20％増加するが、  
　西部などでは利用可能 
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・より乾燥した地域では、農地の塩類化 
　と砂漠化をもたらす予測。一部の重要 
　な作物の生産量と家畜の生産力が減少 
　し、食料安全保障に悪影響。 
・温帯地域では大豆の生産量が増加。 
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　ニュージーランド東部の 
　一部で、干ばつと火災の 
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